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1．はじめに

　今年度より完全実施され て い る新学習指導要領（2008）の 理 科

の 目標で は，旧学習指導要領に比 べ 探究の 過程が重視されて

い る，PISA2006で は特 に「科学的態度」「科学的能力」とい っ た指

標で 国際的 に低い 水準の 結果となり，指導要領の 改訂をは じめと

す る取 り組 み が なされた

　この 結果を 受け，小倉（2008）はPISA調査 に おい て 良好な結果

を示した他国 の 取 り組 み に着 目し，「科学的能力」の 向上 と「科学

的態度の 育成」に向けて，1）生徒が 自ら疑問を見い だ し調 査や

実験を工 夫して疑問を解決してい くような学習や観 察実験で得

たデータの 分析結 果の 解釈 導い た結論を表現させ る学習を重

視す ること，2）生徒が自ら科学的な行為を行うことに 自信を持た

せ，チーム を組ん で科学的 な調査を行い 課 題を解決す る学習を

重視する必要があ るとしてい る．同様に 堀ら（2010）も，米英の ス タ

ン ダードの 目標設定をふ まえ，科学の 探究の プロ セ ス を日本の

理科教育の 目標の 中に 位置づ ける必 要があるとしてい る．

　そこで 本研究で は 英 国の ナ ショナ ル カリキ ュ ラム （NationaI

CunicUlum，2011）の 学習 目標であり，米国でも全米科学教育スタ

ン ダード（National　Research　Co しmcil，1996）等 にお い て 科学の 本

質の 学習として重要項 目に挙げられてい る
‘how　science　works

’

に示される科学の 探究の プロ セ スを活動に取り入れることで，科
学的リテラシ ーの 構成要素である 「科学的能力」および「科学的

態度」の 育成を目的とした探究活動プ ロ グラム の 開発 を行っ た．

また、探究活動プロ グラム は，現任校にて過去に実践したプ ロ

グラム に
’
hew　science 　works

｝
に 示 され る科 学の 探 究の プロ セ ス

を取り入れ 改善した6っ をはじめとする、中学校理 秤各学年4分

野、計12の 網羅的プロ グラム の 開発を目的としてい る。
2．’hOw　sedenoe 　workS ｝こ示され一 ス

カ リフ ォル ニ ア大学古生物博物館が開設するウェ ブサイト（U凾 ．
ofCagdi ）mia　Museum　of　ene。ntology ，2011）で 紹介されて い る

‘
how

science　w 砿 s
’
の フ ロ

ー
チ ャ

ー
トで は、科学の 探究の プ ロ セ スが

以下 の4 つ の 柳 或か らなり洛 領域が互 い に関わり合い 循環する

プ ロ セス と示 され てい る．（都築ら．2011）
a）探究と発見 　　　　　　　　　　b）考えの 検証

c ）共同体による分析とフ ィ
ードバ ッ ク　 d）利益と成果

3．探 究渤 プロ グラム の概 要

本研究で 開発した プロ グラムで は，以下の4点を目的とした．

1）自発的に研究課題を設定 させ ることで 「科学的な疑問を認

　 識 ずる能力」を育成する．
2）単元 学習で 習得した科学の 知識を活用させることで，「現

　 象を科学的に説明す る能力」を育成する．
3）計画・観察実験 分析・再 観察実験の サイクル を経験させ る

　　ことで 「科学的な証拠を用い る能力」を育成する．

4）活動まで の 学習 によっ て 得た 知識 を活 用し，実際の 科学

　 の 探 究プロ セ ス に主体的に取り組ませ ることで 科学の 意義，

　楽しさを実 感させ 科 学的態度を育成する．

開発した ブ ロ グラムは，中学校各学年 にて学習する4 単元 （物理

化学・生物・地学）の 学習後に実施す る，
　い ず れの 探究活動プ ロ グラムも下の 表1に 示す4段階の活

動 を経ることで，
’
how　science 　works

’
に示 され る科学 の探究の

プ ロ セ スを経ることができる．
表1 探鑷 動プログラムの段階と

，
im 匐denceworks

，
の 領域の対応

鰈 則柚 な活動内容

h刪曲 ce

“眺 の

癲

1）　 a第
一
鵬

研究課題設定

仮説の立案

1）現象
・
事物に関する知識疑問の抽出

2〕研艨 題のディスカッション

3）研究課題における仮説の立案
2）　 c3

）ac1

＞　 a第二鵬

観察実験が法

検索・計画

1版 説立証に向けての

観察実験方法D検索

2鯤察・実嬲 栖 の立案 2）　 c1

）bc第三段階

観察 実験

結果の分析

1欟 察実験結果の収集

2〕結果の分析，再襯察
・実験の計画立案

3〕再観察・実験結果の収集と分析
2）abc3

）bc1

）bd第四騰

レボ
ー
ト作成

表現活動

1個 人レポート作成

2）ブース形鵡 こよる全体発表

（a発表者の要旨説明，bディス カソション）
2＞acd

　　※表 中の a〜dは 2，の a
〜dの表記に対応

　　※探究活動プ ロ グラム の具体例は発 表で 紹介する。
4．今後の 課題

現時点 で 未開発で あ る地 学単元 学習後 の 探究活動プ ログ

ラム の 開発，及び次年度現任校で の 実践を通じて 評価を行う．

また結果か ら，探究活動プ ロ グラム を実施す る教員の た めの

活動支援ツ
ール の 開発 を行う予定である．
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